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他

３
月
13
日
（
木
）
、

沖
縄
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
て
、

①
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）
、

②
第
64
回
九
州
地

区
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
沖
縄
大
会
に

つ
い
て
、
③
今
後

の
法
人
運
営
及
び

方
向
性
に
つ
い
て
（
公
益
法
人
制
度
改

正
に
つ
い
て
）
を
議
題
と
し
て
、
令
和

６
年
度
沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
親

の
会
（
保
護
者
会
）
の
会
長
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

高
齢
化
に
伴
う
会
員
の
減
少

傾
向
、
会
費
収
入
を
主
体
と
し

て
い
る
為
な
ど
に
よ
る
運
営
費

の
減
少
で
切
迫
し
て
い
る
決
算

状
況
な
ど
を
報
告
し
、
参
加
し

て
頂
い
た
会
長
の
皆
様
よ
り
ご

意
見
を
伺
っ
た
後
、
次
年
度
開

催
す
る
沖
縄
九
州
大
会
へ
の
ご

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

会
議
に
先
駆
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
三
鷹
は
な
の
会
事
務
局
長
の

加
藤
亮
一
氏
に
昨
年
１
月
に
起

き
た
能
登
半
島
災
害
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ご
報
告
を
頂

き
ま
し
た
。

加
藤
氏
は
、
被
災
さ
れ
た

現
地
の
全
国
事
業
所
協
議
会
加
盟
施
設

を
訪
問
し
、
被
害
状
況
の
把
握
と
被
災

さ
れ
た
後
の
事
業
所
運
営
の
課
題
を
探

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
震
災
後
の
２

月
と
８
月
の
２
度
に
亘
り
被
災
地
を
訪

問
さ
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
さ
れ
た
石
川
県
の
社
会
福
祉
法

人
す
ず
椿
事
業
者
は
、
生
活
介
護
と
Ｂ

型
の
多
機
能
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
地

震
発
生
が
元
日
だ
っ
た
た
め
に
事
業
所

は
休
業
中
で
人
的
な
被
害
は
免
れ
、
玖

洲
市
よ
り
無
償
で
借
用
し
て
い
た
建
物

に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
災

害
支
援
拠
点
と
し
て
１
月
末
ま
で
行
政

に
貸
し
出
し
し
て
い
た
た
め
に
事
業
所

運
営
が
で
き
な
か
っ

た

こ

と

や

、

２

月

の

再

開

時

に

は

水

道

の

復

旧

が

３

か

月

か

か

る

と

い

う

こ

と

で

、

利

用

者

の

多

く

が

地

域

外

へ

移

転

さ

れ

た

た

め

に

、

60

名

か

ら

40

名

に

定

員

の

縮

小

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

で
す
。

ま

た

、

福

祉

避

難

所

に

つ

い

て

も

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

不
足
や
配
慮
に
お
い
て
、
災
害
救
助
法

に
お
け
る
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

対
応
策
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
と
の
意
見
も
現
地
で
は
聞

か
れ
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
報
告
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と

は
、
災
害
時
に
対
す
る
備
え
や
対
策
に

対
す
る
周
知
の
重
要
さ
で
す
。

現
在
沖
縄
県
で
は
、
一
部
の
離
島
に

お
い
て
台
湾
有
事
に
備
え
た
対
応
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
年
訪
れ
る

台
風
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
福
祉
避
難
所

へ
の
ル
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
存

在
さ
え
も
認
識
が
薄
い
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
８
月
、
沖
縄
県
立
支
援

学
校
の
有
志
が
、
支
援
学
校
を
福
祉
避

難
所
に
と
の
要
望
を
県
に
提
出
し
、
11

月
に
は
内
閣
府
防
災
担
当
参
事
官
よ
り

各
都
道
府
県
防
災
担
当
主
管
部
に
対
し

て
、
「
特
別
支
援
学
校
を
障
害
の
あ
る

子
供
の
た
め
の

福
祉
避
難
所
に
指
定

す
る
取
組
の
推
進
に
つ
い
て
」
の
依
頼

文
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知
的
障

が
い
の
特
性
に
特
化
し
た
支
援
に
加
え
、

特
別
支
援
学
校
へ
の
避
難
は
、
在
校
生

や
そ
の
家
族
等
に
と
っ
て
慣
れ
親
し
ん

で
い
る
場
所
で
あ
り
、
安
心
感
を
持
て

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
対
岸
の
火

事
で
は
な
く
、
我
が
身
と
捉
え
、
改
め

て
、
考
え
て
み
た
い
気
が
し
ま
す
。

～ 知的な障がいのある人と共に ～

手
を
つ
な
ぐ･

う
ち
な
～

♪

県
育
成
会
の
Ｈ
Ｐ
に
も
カ
ラ
ー
で
掲
載
中

♪
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●沖縄県内の「福祉避難所設置状況一覧」について、沖縄県のホームページにも掲載
されています。ご参考にされて下さい。（沖縄県福祉政策課に確認）

（https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/
003/569/r6.8.1hukushihinansyo.pdf）
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

１面でご報告しました会長連絡会の中でもご案内を致しましたが、令和７年度の九州大会が沖
縄県で今年の１０月１８日（土）に開催されることになり、会場はパシフィックホテル沖縄を予
定しています。現段階での案となりますが、ご参考としてスケジュールを下記に掲載致します。
今後、正式な参加のご案内等を送付する予定ですので、その際は是非ご参加・ご協力下さいま

すよう何卒宜しくお願い致します。

【全体会：シンポジウム内容（案）】
①「学齢期について（学校生活と卒業後）」（発表者：沖縄県）

②「家族の関わりと育ち（育児・きょうだい）」（発表者：沖縄県）

③「意思決定を支援する（権利擁護・後見人）」（発表者：鹿児島県）

④「就労と生活の支援（働く・グループホーム・防災）」（発表者：長崎県）

【本人大会：「室内コース」・「観光コース」（案）】
①「室内コース」（前半：「語ろう会（発表）」・後半：「名刺交換会」）

②「おきなわ観光コース（中部地区観光予定）

●主 題（大会テーマ）「障がいのある人もない人も共に暮らしやすい社会をあたりまえに」

●大会スローガン

「障がい者の権利擁護と、意思決定支援の確立を」「地域と共に、ゆとりある本人支援を」

●本人大会スローガン 「仲間たちと作ろう！私たちの未来」

●開催日 令和７年１０月１８日（土）

●会 場

パシフィックホテル沖縄【全体会：万座＋珊瑚・本人大会：カネオヘ】（那覇市西3-6-1）

●大会日程（案） 令和７年１０月１８日（土）

（１）9：00～9：45 受付

（２）- ① 9：45～10：45 式典開式

大会会長あいさつ・表彰・来賓祝辞・来賓紹介、祝電披露

閉式

（２）- ② 9：45～16：00 本人大会（観光）：おきなわ観光（場所：中部コース）

（３）10：45～11：25 行政説明

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 障害福祉課

地域生活・発達障害者支援室虐待防止専門官／障害福祉専門官 松崎 貴之

（４）11：30～12：00 中央情勢報告

全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長 又村 あおい

（５）12：00～13：00 昼食

（６）- ① 13：00～16：00 全体会：シンポジウム（討論会）

（６）- ② 13：00～16：00 本人大会（室内）：前半「語ろう会」・後半「名刺交換会」

（７）16：00～16：30 閉会式

開会・大会決議採択・本人大会決議採択・次期開催県挨拶

閉式

（８）17：30～19：30 交流会（会員・本人合同）２００名予定
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

障
害
者
の
老
化
は
早
い
と
世

間
で
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
ち
も
例
外
で
は
な
く
、
脳

性
麻
痺
の
身
体
障
害
と
軽
度
知

的
障
害
、
遺
伝
性
の
内
部
障
害

を
も
重
複
す
る
５
つ
下
の
弟
は
、
65
歳
を
目
の
前
に
、

見
る
見
る
う
ち
に
弱
っ
て
来
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

よ
く
食
べ
る
け
れ
ど
も
皮
下
脂
肪
の
薄
い
弟
に
は
、

今
年
の
よ
う
な
寒
さ
は
こ
た
え
た
と
見
え
、
２
週
間
ほ

ど
前
か
ら
風
邪
を
ひ
き
ま
し
た
。
が
ち
が
ち
と
震
え
て

い
る
の
に
寒
い
と
い
う
認
識
に
欠
け
、
普
段
以
上
に
筋

肉
を
強
く
引
き
攣
ら
せ
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
な
が
ら
ト

イ
レ
に
立
っ
た
り
、
食
事
を
口
へ
運
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。見

か
ね
て
暖
房
を
ガ
ン
ガ
ン
に
熱
く
し
、
ベ
ッ
ド
に

寝
か
せ
、
解
熱
剤
を
与
え
、
様
子
を
見
ま
し
た
。
彼
が

風
邪
を
ひ
く
と
身
体
障
害
も
あ
る
の
で
、
熱
、
水
分
、

食
事
、
ト
イ
レ
、
歩
行
な
ど
四
六
時
中
全
身
管
理
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

今
回
な
ど
は
、
彼
の
世
話
を
し
て
い
る
間
に
私
も
風

邪
を
う
つ
さ
れ
て
し
ま
い
、
38
度
以
上
の
熱
を
忍(

お

し)

て
の
病
病
看
護
、
病
病
介
護
の
様
相
を
呈
し
て
い

ま
し
た
。
途
中
救
急
へ
も
助
け
を
求
め
た
の
で
す
が
、

ほ
ぼ
平
熱
と
食
欲
、
体
力
を
回
復
す
る
ま
で
に
２
週
間

以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
こ
う
い
う
状
況
が
あ
と
何
回
続
く
の
か
と
考

え
る
と
不
安
に
な
る
こ
の
頃
で
す
。

共
倒
れ
に
な
る
前
に
、
色
々
な
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

理
事

津
山

順
子

ー

障
害
者
家
族
の
老
い

ー

理

事

通

信

沖
縄
県
事
業

所
協
議
会
会
員

事
業
所
の
管
理

者
及
び
支
援
員

を
対
象
と
し
て

「
令
和
６
年
度

沖
縄
県
事
業
所

協
議
会
・
職
員

研
修
会
」
を
３

月
６
日
（
木
）

に
沖
縄
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
報
酬
改
定
に

お
い
て
、
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の
受
け

入
れ
態
勢
の
強
化
な
ど
、
支
援
体
制
の
充
実
が

強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
支
援
の
評
価
に

よ
り
報
酬
が
異
な
る
な
ど
支
援
の
専
門
性
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
行
動
障
害
に
つ
い
て
は
、
問
題
行

動
が
起
き
た
時
、
さ
ら
に
は
以
後
の
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
よ
く
質
問
を
受
け
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
今
回
の
研
修
は
、
強
度
行
動
障
害

の
原
因
や
予
防
の
重
要
さ
、
さ
ら
に
は
改
善
す

る
た
め
の
考
え
方
な
ど
支
援
す
る
立
場
の
者
に

必
要
な
配
慮
や
方
法
を
学
び
、
強
度
行
動
障
害

が
現
れ
て
い
る
人
や
現
れ
や
す
い
人
た
ち
が
、

地
域
社
会
で
権
利
が
守
ら
れ
幸
せ
に
暮
ら
す
た

め
の
支
援
の
あ
り
方
を
目
的
と
し
た
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
沖
縄
県
事
業
所
協
議
会

職
員
研
修
会
の
ご
報
告

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
実
施
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
の
依
頼
を

受
け
、
１
月
29
日
（
水
）
沖
縄
国
際
セ

ン
タ
ー
に
て
、
研
修
講
話
を
行
い
ま
し

た
。今

回
の
対
象
者
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

ブ
ー
タ
ン
、
サ
モ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
南

ア
フ
リ
カ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ト
ル
コ
、

の
７
か
国
の
開
発
途
上
国
の
国
際
協
力

都
市
に
お
け
る
行
政
機
関
よ
り
派
遣
さ

れ
て
い
る
８
名
の
研
修
員
の
皆
様
で
、

知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
日
本
の
法
制

度
の
説
明
と
保
護
者
組
織
に
て
、
権
利

擁
護
運
動
を
主
体
と
し
て
全
国
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
る
育
成
会
の
存
在
意

義
や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

過
去
同
様
に
、
自
国
と
異
な
る
日
本

の
制
度
に
対
す
る
受
講
者
の
関
心
が
高

く
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
対

す
る
熱
意
は
、

世

界

共

通

で

あ

る

こ

と

を

感

じ

さ

せ

ら

れ

る

有

意

義

な

時

間

で

し

た
。し

か

し

、

英

語

が

ダ

メ

な
私
の
為
に
、

通

訳

の

方

へ

の

負

担

が

大

き

く

て

、

反

省

ば

か

り

の

３

時

間

で

し

た
。
（
田
中
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
の
研
修
会
の
講
演
を
終
え
て
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機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、

中
央
情
勢
・
各
地
育
成
会
の
活
動
、
ま
た

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の
最
新
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
ご
希
望
の
方
は
、

県
育
成
会
ま
で
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
年
間
購
読
料

３
，
９
０
０
円

☆
５
月
９
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
育
成
会
第
１
回
理
事
会

☆
５
月
31
日
（
土
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度
定
期
総
会

～ 知的な障がいのある人と共に ～

編
集
者

理
事
長:

田
中

寛

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

配布募集

県
育
成
会
行
事
予
定
４
月
・
５
月

県
育
成
会
行
事
報
告
３
月

☆
３
月
６
日
（
木
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
事
業
所
協
議
会
研
修
会

☆
３
月
12
日
（
水
）
オ
ン
ラ
イ
ン

全
国
育
成
会
連
合
会
代
表
者
会
議

☆
３
月
13
日
（
木
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

親
の
会
会
長
会

☆
３
月
24
日
（
月
）
県
総
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
４
回
理
事
会

☆
３
月
28
日
（
金
）
オ
ン
ラ
イ
ン

全
国
育
成
会
連
合
会
理
事
会

れ
る
辛
い
場
面
も
あ
り
、
支
援
す

る
者
と
し
て
は
直
視
で
き
な
い
映

画
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
閉
鎖
的
な
障
害

者
施
設
の
中
で
の
支
援
員
に
よ
る

虐
待
行
為
の
場
面
な
ど
の
ほ
か
、

モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
津

久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
を
通
し
、

重
度
で
寝
た
き
り
で
意
思
の
疎
通

の
厳
し
い
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
「
生
産
性
」
や

「
優
生
思
想
」
な
ど
の
言
葉
を
頻

繁
に
使
い
、
人
と
し
て
の
尊
厳
や

権
利
に
つ
い
て
の
捉
え
方
を
鑑
賞

者
へ
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
映
画
が
製
作
さ

れ
た
２
０
２
３
年
と
異
な
り
、
現

在
は
旧
優
生
保
護
法
の
違
憲
性
を

国
が
過
ち
と
認
め
た
う
え
で
、
旧

優
生
保
護
法
で
の
被
害
者
へ
謝
罪

を
し
た
う
え
で
補
償
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
た
と
え
鑑
賞
者
個

人
の
自
由
意
思
を
尊
重
す
る
と
し

て
も
、
こ
の
映
画
の
目
的
を
「
優

生
的
意
識
の
問
い
か
け
」
で
は
な

く
、
こ
の
思
想
や
行
動
は
誤
っ
て

い
る
と
断
言
し
て
欲
し
か
っ
た
と
、

と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
・
・
・

と
、
柄
に
も
な
く
、
映
画
の
評
論

な
ど
し
て
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
感
想
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

賛
助
会
員

加
入
の
お
願
い

☆
賛
助
会
員

個
人:

１
口

千
円

☆
団
体
会
員

企
業
・
団
体:

１
口

五
千
円

★
琉
球
銀
行
・
石
嶺
支
店(

普)

４
４
４
１
０
０

♪
連
絡
先:

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

℡

０
９
８
（
８
８
２
）
５
７
２
７

♪
申
込
書
は
県
育
成
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
へ
の
か

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
★

賛
助
会
員
の
趣
旨

☆
★

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、

知
的
に
障
が
い
の
あ
る
子
を
持
つ
親
等

を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
「
知
的
障
が
い

者(

児)

の
心
豊
か
な
暮
ら
し
」
、

「
社
会
が
障
が
い
の
有
無
に
係
わ
ら
ず

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
標
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

そ
の
目
標
の
下
、
知
的
に
障
が
い
の

あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
推
進
す

る
た
め
、
育
成
会
文
化
祭
り
、
沖
縄
県

ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
研
修
会
、

本
人
活
動
支
援
事
業
等
多
く
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

当
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

活
動
の
資
金
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
令
和
７
年
度
の

定
期
総
会
の
予
定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
日
時:

令
和
７
年
５
月
31
日(

土)

13
時
半
～

☆
場
所:

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
い
ホ
ー
ル

【
注
意
】

●
例
年
、
日
曜
日
で
の
開
催
で
し
た
が
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
、
日
曜
日
の
使
用
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
令
和
７
年
度
よ
り
土
曜

日
に
開
催
致
し
ま
す
。

各
会
の
総
会
等
と
の
日
程
調
整
に
つ
い
て
、

事
前
に
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
は
販
売
と
ネ
ッ
ト
配
信
の
み

で
見
る
事
の
で
き
る
映
画
な
の
で

す
が
、
辺
見
庸
氏
原
作
の
小
説
で
、

「
舟
を
編
む
」
な
ど
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
的
な
映
画
を
作
る
浦
和
市

出
身
の
石
井
裕
也
監
督
に
よ
る

「
月
」
と
言
う
映
画
を
最
近
見
ま

し
た
。

津
久
井
や
ま
ゆ
り
事
件
を
題
材

と
し
て
お
り
、
宮
沢
り
え
、
オ
ダ

ギ
リ
ジ
ョ
ー
、
二
階
堂
ふ
み
な
ど

の
演
技
派
俳
優
陣
が
、
未
曾
有
の

残
忍
な
事
件
を
通
し
て
人
権
に
つ

い
て
訴
え
て
い
ま
す
。

少
し
テ
ー
マ
が
異
な
っ
て
い
る

と
私
自
身
が
感
じ
た
東
日
本
大
震

災
の
話
と
の
関
係
性
に
は
若
干
の

違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
し
、
犯
人

役
と
し
て
迫
真
の
演
技
が
評
価
さ

れ
、
受
賞
し
た
磯
村
勇
斗
の
残
忍

な
シ
ー
ン
に
は
胸
が
締
め
付
け
ら


